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13．他の治療法について 

あなたの食道癌に対する治療に関しては、既に手術、あるいは化学療法や放

射線療法が行われておりますので、根治療法はありません。再発形式がリンパ

行性、血行性、複合性のいずれであるか、初回治療におけるステージがどの程

度であったか、初回治療は何か、などにより治療方法が異なってきますが、一

定のコンセンサスが得られている治療法はありません。また、新しい治療法と

しては、分子標的治療の開発が期待されているところですが、まだ確立された

治療法ではありません。 

その他、最良支持療法という症状緩和を目指す治療（栄養管理や QOL 向上の

ための緩和医療）を受けることもできますので、十分に担当医師とご相談くだ

さい。 

 

 

14．臨床研究への参加の自由と、参加の取りやめについて 

この臨床研究に参加するかどうかは、あなたの自由意思でお決めください。

たとえ臨床研究への参加をお断りになっても、あなたが不利益を受けることは

一切ありません。その場合、あなたにとって最も良いと考えられる治療を行い

ます。 

また、この臨床研究に参加することに同意された後でも、中止を希望される

場合には、どんな理由であっても担当医師に申し出てください。あなたの自由

意思でいつでも参加を取りやめることができます。その場合でもあなたが不利

益を受けることは一切ありません。ただし、TCR 遺伝子導入リンパ球の輸注を

受けた後は、あなたの体内の TCR 遺伝子導入リンパ球を取り除くことはできま

せん。あなたが TCR 遺伝子導入リンパ球輸注の後に本臨床研究への参加の中止

を申し出られても、あなたの体内から TCR 遺伝子導入リンパ球がすべて消失し

たことが検査によって確認されるまでは検査等を実施します。 

 

 

15．健康被害の補償について 

 本臨床研究に関連する健康被害が生じた場合には、最も適切な治療を行いま

す。健康被害がこの臨床研究と関係があるかどうかの判定は、私たちとは利害

関係のない、この遺伝子治療臨床研究のために当院が独立して設置する「安全・

効果評価・適応判定部会」で検討し、この臨床研究との関連が否定できないと

判断された副作用の検査や治療に対する医療費は当院が負担いたします。一方、

この臨床研究との関連が認められない健康被害に関する医療費の支払いには、

あなたの加入している健康保険が適用されます。また、当院に過失がない限り、

補償金は支払われないことをご了承ください。 

 

 

16．新たな情報のお知らせについて 

 本臨床研究に参加中、新しい情報（例えば本臨床研究と同様の試験が海外で

行われた場合の成績等）が得られることがあります。このような新しい情報を
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